
１　基礎情報

２　施設利用状況の推移

３　施設利用者の満足度（利用者アンケート結果）

４　主な自主事業実績

５　主な修繕実績

６　収支状況 （単位：円）

※　「想定事業費」：市が直営で管理した場合に想定される事業費

※　上記の人数は、自主事業収支額を除いた額

対　象　施　設 春日部市都市公園

施設の設置目的
市民の憩いの場・ふれあいの場・コミュニティーの場として、休息、散歩、遊戯、レクリエーション
等、総合的な利用に供するため

施設所管部署 公園緑地課

指 定 管 理 者 アイル・オーエンス・東武緑地グループ

指　定　期　間 令和3年4月～令和8年3月まで（5年間）

指定管理業務内容

(1)春日部市都市公園条例（以下、「条例」という。）第3条の規定による行為の許可に関する業務
(2)条例第6条の規定による都市公園の使用の禁止又は制限に関する業務
(3)条例第7条の規定による有料の公園施設の使用許可に関する業務
(4)条例第11条の規定による許可、承認の取消し、その効力の停止もしくは、その条件の変更に関
する業務
(5)都市公園の施設（設備及び物品含む。）の維持管理に関する業務
(6)前各号に掲げるもののほか、条例の目的を達成するために必要な業務

区　分 過去５年間の平均 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

人数（件数） 29,055人 28,329人 23,781人 30,527人 33,095人 29,543人

対前年度比 - ▲102,527人 ▲4,548人 6,746人 2,568人 ▲3,552人

満足度

施設・設備管理 接客対応 教室・イベント等 その他 全体

上半期 843人 60.50% 88.13% 37.30% 61.98%

下半期 873人 97.30% 97.66% 96.75% 97.24%

利用者の主な
意見・要望等

上半期：５段階の満足度調査のうち、上位２段階を「満足」とした
下半期：４段階の満足度調査のうち、上位２段階を「満足」とした
利用状況について：トイレの清掃が行き届いていて綺麗でした等

自主事業名 内　　容 収入実績

自動販売機 公園内に設置 4,718,055円

その他 キッチンカーうまいもん選手権 14,697,793円

移動販売 公園内に設置 1,102,323円

修繕箇所・修繕名等 内　　容 金　額

内牧公園　
遊具修繕

吊りロープ交換 154,000円

内牧公園
トイレ修繕

フラッシュバルブ取付 110,770円

庄和総合公園
木製複合遊具修繕

ネット交換取付 380,050円

区　分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 合　計

収入額　　　　　A 56,615,417 57,742,108 58,022,129 58,494,681 58,217,170 289,091,505

　内、指定管理料　a 56,051,600 57,591,000 57,502,000 57,493,000 57,484,000 286,121,600
　内、利用料金収入 563,817 151,108 520,129 1,001,681 733,170 2,969,905

支出額　　　　　B 50,015,722 58,069,198 61,268,065 61,161,761 60,281,146 290,795,892
　内、人件費 1,752,178 2,492,449 2,870,346 2,894,090 2,923,728 12,932,791

収支額　　　 A-B 6,599,695 ▲ 327,090 ▲ 3,245,936 ▲ 2,667,080 ▲ 2,063,976 ▲ 1,704,387

対前年度比 6,599,695 ▲ 6,926,785 ▲ 2,918,846 578,856 603,104 -

想定事業費　　C 58,706,939 60,246,339 60,246,339 60,246,339 60,246,339 299,692,295

削減額　　　 C-a 2,655,339 2,655,339 2,744,339 2,753,339 2,762,339 13,570,695

特記事項
（増減額の説明等）

令和６年度について、利用者の減少により利用料金収入が減となった。

年次継続監視評価表（令和６年度）

区　分 回答者数



※評価結果の凡例

No. 適

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

７　四半期継続監視評価結果

区分 評価結果 特記事項（不適となった事項の有無、指導事項、改善状況　等）

Ａ：適切な指定管理業務が実施されている。
Ｂ：適切な指定管理業務が実施されておらず、さらなる努力を要する。
Ｃ：全体的に適切な指定管理業務が実施されておらず、取組を見直す。

８　年間を通じた個別事項の評価

評価項目 主な内容

事業等の内容に偏りがないか。

施設の利用が一部の利用者に偏った計画・実施となっていないか。

サービス向上のための適切な方策が実施されているか。

受付等業務従事者の接客態度・対応は適切か。

パンフレットの整備等、積極的な利用案内が行われているか。

自主事業は適正・効果的な実施となっているか。

事業計画書で提案された内容が適切に実施されているか。

書類等文書の作成・管理・保存は適正に行われているか。

施設の安全・衛生管理、危機管理、災害時等緊急時の対応は適切か。

適切な計画の下、効果的な修繕・保守点検が実施されているか。

事業収支は事業計画書による計画と乖離していないか。

指定管理料の範囲内で効果的・効率的な予算執行が行われているか。

サービス水準を確保した効果的な経費縮減に取り組んでいるか。

会計処理業務が適切に行われているか。

職員体制は十分か。

職員の育成指導、研修体制は十分か。

適正な雇用・労働条件が確保されているか。

個人情報に関する情報の管理体制は十分か。

地域経済の活性化に繋がる市内事業者との連携が図られているか。

市との適正な信頼関係や協定書等に基づく協力関係が築けているか。

適（○）の数 20 ／20

９　総合評価

住民サービスの向上や経費の節減について

樹木剪定、除草、施設清掃の基本的な部分は利用者の目につきやすいところであるので、きめ細やかな対応を心がけて
いただきたい。民間企業ならではのアイデアを取り入れ、今後も住民サービスを向上させてもらいたい。

指導に対する対応・改善状況について

指導後の対応は行われているものの、老朽化等による施設劣化が散見される。併せて計画的な樹木管理や除草につい
ても一層留意していただきたい。また、改善計画書等の書類は速やかに提出を行うようお願いしたい。

その他（上記以外の制度導入による効果、業務状況、課題、今後の方向性等）

施設の老朽化や設備の経年劣化により、修繕対応が難しい案件があり、今後も増加すると見込まれる。指定管理者に
は、問題の早期発見・報告を徹底し、なるべく利用者へ不便が生じないようにしてもらいたい。

第１四半期 Ａ 樹木について隣地越境や枯木が散見されるので、剪定および伐採計画に盛り込
み、順次対応をすること。

第２四半期 Ａ 樹木について隣地越境や枯木が散見されるので、剪定および伐採計画に盛り込
み、順次対応をすること。

第３四半期 Ａ 樹木について隣地越境や枯木が散見されるので、剪定および伐採計画に盛り込
み、順次対応をすること。

第４四半期 Ａ

ベンチの破損、石畳の破損あり。公園施設内の巡回時に損傷に気づいた物は、速
やかに修繕をし、適切な管理をすること。
民地越境や雑木・低木・生垣の荒さが目立ってきているので、剪定および伐採計画
に盛り込み、順次対応をすること。

1
住民の平等な利用が
確保されているか。

2
施設の効用を
最大限に発揮させているか。

3
施設の適切な管理運営が
計画的に実施されているか。

4
管理に係る経費の縮減が
図られているか。

5
安定的な運営体制が
確保されているか。

6 その他

令和６年度の評価結果 Ａ


